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(問題 [1],[2]は別々の答案用紙に解答すること。)

[1]図 1-1に示すように,長 さ2の 岡1体棒 ACが ,鉛直壁面の点 Aで回転支持 され
ている。この剛体棒を水平に保持するために,点 Bの上方,距離 二にある点 Dと ,

剛体棒の点 Bを断面積 ∠1の鋼線でゆるみのないように結ぶ.さ らに,岡 J体棒の端点

Cをバネ定数 たのコイルバネで支持する.こ の状態で,岡 1体棒の端点 Cに鉛直下向き

の集中外力Pを作用させた.以下の問いに答えなさい.ただし,鋼線の伸び,コイル
バネの縮みおよび岡J体棒の回転角は微小であるとする.また,鋼線の縦弾性係数を E
として,剛体棒,鋼線およびコイルバネの質量は無視すること。

(1)鋼線 BDの張力をМ ,点 Fにおけるコイルバネの支持力を RFと して,岡 1体棒
に作用する点 Aま わりのモーメン トのつ り合い式を書きなさい .

(2)鋼線 BDの伸びδlを ,Mを 用いて表 しなさい .

(3)剛体棒の点 Cでの鉛直下向き変位δcを ,RFを用いて表 しなさい .

(4)剛体棒の点 Bお よび点 Cの鉛直下向き変位δB,δcの間に成 り立っ関係式を求
めなさい。

(5)鋼線 BDに作用する応力σlを求めなさい .

次に図 1-2に示すように,点 Cにおけるコイルバネの支持を取 り外 し,代わりに岡J

体棒の点 Cを断面積 /2の鋼線で,点 Dと ゆるみが無いように結ぶ。この状態で,岡 J

体棒の端点 Cに鉛直下向きの集中外力Pを作用させた。以下の問いに答えなさい。た

だし,鋼線の伸びおよび剛体棒の回転角は微小であるとする.また,鋼線の縦弾性係

数を Eと して,岡 1体棒や鋼線の質量は無視すること.

(6)鋼線 BDの張力をМ ,鋼線 CDの張力を助 として,岡1体棒に作用する点 Aま

わりのモーメン トのつ り合い式を書きなさい .

(7)鋼線 CDの伸びδ2を ,馬 を用いて表 しなさい .

(8)岡 J体棒の点 Cの鉛直下向き変位δcを ,δ2を用いて表しなさい .

(9)鋼線 BDの伸びδlと δ2の間に成 り立つ関係式を求めなさい。

(10)鋼線 BDおよび CDに作用する応力σlお よびσ2を求めなさい。

(11)岡J体棒の点 Cの鉛直下向き変位δcを求めなさい。

甲1「 2

P

麟
ゝ
珊

Ａ

Ｄ

　

■

ム ム



20224「度
神戸大学大学院工学研究科 博士課程前期課程
機械工学専攻 入学試験問題

科目名 I材料力学  E2ノ 3]

(問題 [1],[2]は別々の答案用棒に解答すること。)

12]は りに作用する分布荷重赫,および同荷重によってはりめ断面に作用するせん断

力 Fおよび曲げモごメン トχの間には次の関係式が成 り立つ .
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ここで,Fおよびyは図 2‐ 1に示す向きをそれぞれ正方向と
する。これらの関係式を利用しつつ,以下の各問いに答えな

事い。ただし,式展開を示す場合には,必ず言葉での説明を
加えること。なお,は りの曲げ岡彗性は〃であるとする。

問 2二1 ある両端突き出しはり(図 2-2参照)のせん断力図
(SFD)が図2-3に示すように与えられている。なぉ,cD問 :ま
直線である。また,(2)お よび(3)を解答する際には:解答欄
の図を使用しなさい。

(1)sFDか ら判断して,支持点の位置はどこになるか,その根拠を示すとともに各支
‐持反力を求めなさい。

o)は りに1作用する荷重を図示するとともに:各区問および各′煮ごとに,そ う判断し
た理由をそれぞれ説明しなさい。

●)このiま りに対する曲げモーメント図響MD)を構くとともに,.各区問および各点ご
とにその根拠を説明しなさい。ただし,描画に際して,主要位置における諸量は
明記すること。
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問 2-2 次に,あ る片持ちはりの曲げモーメント図(BMD)が図2-4に示すように与え
られている場合を考える。(5)および(6)を解答する際には,解答欄の図を使用しなさ
しヽ.

(4)聯MDから判断して,固定端および自由端の位置はどこになるか,その根拠を示
すとともに固定端にお|する支持モーメントを求めなさい。

(5)このはりに対するせん断力図(SFD)を描くとともに,各区問および各点ごとにそ
の根拠を説明しなさい。ただし,描画に際して,主要位置にお|する諸量を明記す
ること.

(6)こ のは りに作用する荷重を図示するとともに,

を説明しなさい .

(7)自 由端でのたわみを求めなさい .

各区聞および各点ごとにその根拠
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